
（３）平成３０年度上水道事業予算について

水道事業
収益的収入及び支出

（３条予算）
予定額 1,535,317千円

営業収益

1,350,071千円

87.9%

営業外収益

183,736千円

12.0%

特別利益

1,510千円

0.1%

１

１

平成30年度
予算額（千円）

平成29年度
予算額（千円）

増減
（千円）

営 業 収 益 1,350,071 1,353,635 △3,564

営業外収益 183,736 168,534 15,202

特 別 利 益 1,510 1,510 0

合 計 1,535,317 1,523,679 11,638

【資料２】

●収益的収入は営業収益・営業外収益・
特別利益で構成されています。収入の
約9割を営業収益が占めています。



受取利息及び配当金

730千円

0.4%

雑収益

4,987千円

2.7%
消費税還付金

15,635千円

8.5%

長期前受金戻入

162,384千円

88.4%

水道事業 営業収益の構成

給水収益

1,334,391千円

98.8%

他会計繰入金

14,317千円

1.1%

受託工事収益

1,000千円

0.1%

その他営業収

益

363千円

0.0%

水道事業 営業外収益の構成

２

２

●営業収益
営業収益の約99％が水道料金となって
おり、次に消火栓の管理料である他会計
繰入金となっています。

●営業外収益
営業外収益の約89％が長期前受金戻入
となっています。

※長期前受金戻入・・償却資産の取得または
改良に伴い交付される補助金などについ
ては「長期前受金」として負債（繰延収益）
に計上し、減価償却見合分を収益化して
いる ものです。



水道事業 特別利益の構成

水道事業 費用の構成

予算額(千円）

営 業 費 用 1,422,989

営 業 外 費 用 46,922

特 別 損 失 35,561

営業費用

1,422,989千円

94.5%

営業外費用

46,922千円

3.1%

特別損失

35,561千円

2.4%

予算額(千円）

固 定 資 産 売 却 益 10 

過 年 度 損 益 修 正 益 1,500 

３

３

●特別利益
特別利益は事業を展開していく上で通常発生しな
いもの、例外的に発生した利益を計上する ものと
なっており、過年度損益修正益が約99％を占めて
います。

●営業費用
営業費用のうち原水及び浄水費は約60％を占め
ています。そのうち、約78％は受水費（県からの
水道水の購入費用）となっています。
次に減価償却費、配水及び給水費、総係費と
なっています。

●営業外費用
営業外費用のほとんどが企業債支払利息となって
います。

●特別損失
特別損失は事業を展開していく上で通常発生しな
いもの、例外的に発生した損失を計上するものと
なっています。



水道事業 費用要素別構成

職員給与費

53,711千円

3.6%

施設管理費

115,550千円

7.7%
その他経費

60,415千円

4.0%

特別損失

35,561千円

2.4%

賞与引当金繰入額

4,452 千円

0.3%

修繕費

77,889千円

5.2%

材料費

4,300千円

0.3% 薬品費

1,700千円

0.1%

路面復旧費

4,000千円

0.3%

動力費

60,920千円

4.0%

支払利息

46,902千円

3.1%

減価償却費

367,886千円

24.4%

資産減耗費

7,086千円

0.5%

受託工事

1,000千円

0.1%

受水費

664,100千円

44.0%

４

４

区 分 予算額（千円）

職員給与費 53,711

施設管理費 115,550

受水費 664,100

修繕費 77,889

材料費 4,300

動力費 60,920

薬品費 1,700

その他経費 60,415

路面復旧費 4,000

受託工事 1,000

賞与引当金繰入額 4,452

資産減耗費 7,086

減価償却費 367,886

支払利息 46,902

特別損失 35,561

合 計 1,505,472



水道事業
資本的収入 （４条予算）
予定額 520,710千円

予算額(千円）

企 業 債 471,800

他 会 計 出 資 金 900

工 事 負 担 金 48,000

そ の 他 資 本 的 収 入 10

水道事業 資本的収入の構成

企業債

471,800

90.6%

他会計出資金

900千円

0.2%

工事負担金

48,000千円

9.2%
その他資本的収入

10千円

0.0%

５

５

●資本的収入は企業債・他会計出資金・工事
負担金・その他資本的収入で構成されてい
ます。

●資本的収入の内訳の大部分を企業債が占め
ており、次に下水道事業及び土木建設課か
らの工事負担金、水道加入申込金、新設消
火栓設置にかかる一般会計からの他会計出
資金となっています。



水道事業
資本的支出 （４条予算）
予定額 705,932千円

水道事業 資本的支出の構成

予算額(千円）

配 水 設 備 改 良 費 538,500

営 業 設 備 費 5,050

企 業 債 償 還 金 162,382

配水設備改良費

538,500千円

76.3%

営業設備費

5,050千円

0.7%

企業債償還金

162,382千円

23.0%

６

６

●資本的支出は建設改良費・企業債償還金で構成
されています。

●資本的支出の内訳ですが、配水設備改良費の
大部分を工事請負費が占め、次に企業債元金
償還金となっています。

●資本的収入額が資本的支出額に不足する額に
ついては、消費税資本的収支調整額及び減価
償却費等を原資とする損益勘定留保資金で補
填することとなります。



水道事業 資本的支出要素別構成

委託料

59,000千円

8.4%

工事請負費

470,900千円

66.7%

負担金

8,600千円

1.2%

量水器取付費

1,550千円

0.2%

備品購入費

3,500千円

0.5%

企業債償還金

162,382千円

23.0%

７

７

区 分 予算額（千円）

委託料 59,000

工事請負費 470,900

量水器取付費 1,550

備品購入費 3,500

負担金 8,600

企業債償還金 162,382

合 計 705,932



水道事業 企業債現在高の推移

（単位：百万円）

平成
（年度）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

年度末
現在高

2,308 2,361 2,336 2,383 2,528 2,452 2,578 2,611 2,619 2,729 2,953 
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